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https://www.mof.go.jp/budget/fiscal_condition/related_data/202007_kanryaku.pdf

研究の背景 少子高齢化による人で不足
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「これからの日本のために
財務を考える（財務省）」

https://www.mof.go.jp/zaisei

（一部追記）

20～64歳
人手不足へ

65歳以上

2000年
7,887万 2020年

6,841万 4,189万

https://www.mof.go.jp/zaisei
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現状 電力会社が管理する電柱（コン柱）約 2100万本
徐々に、敷設されたコン柱が耐用年数を迎えはじめる。

研究の背景：電力インフラの「電柱」に関して
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10社計 現在 「配電設備の現状」平成30年電気学会全国大会より
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将来 電力会社が管理する電柱（コン柱） 約2100万本
いずれ、敷設されたコン柱が耐用年数を迎える。
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「配電設備の現状」平成30年電気学会全国大会より（基）

電柱の状態に

応じて更新を

97歳

２０年後には



課題：電柱の状態を評価方法は？
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主な点検項目：ひび割れ、傾き、湾曲、剥離、鉄筋状況、等々

状態把握に向け、まず客観的な計測データの取得が必要
（人手をかけない・人に依存しない記録、比較可能なデータが望ましい）

目的：電柱の状態計測のスマート化

カメラを活用した電柱状態の記録方法を実用化
（資格不要、誰でも可能な方法）



日本最古のコンクリート柱
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97歳でも現役

北海道 函館



表面の剥離：スマートフォンなどで撮影
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表面の状態を撮影
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電柱の傾き：撮影した画像からの傾き計測
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撮影画像 エッジ検出 電柱の直線検出
と傾き計測



経年・傾き角度・本数とひび割れ有無の調査事例
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角
度

電柱の敷設年



経年・傾きに対するひび割れの確率密度
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電柱の敷設年
電柱の敷設年



詳細な記録：垂直に立っている若い電柱のひび割れ
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撮影画像から
ひび割れを
３次元化

ビデオ
再生

傾いている電柱下部例

コン柱下部の撮影画像例

（今後、3次元画像を使い
客観的な比較が可能に）



変位強調映像
（1/3倍速）

画像
強調
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柔軟性：手押した電柱の変位計測例

目視で変位は
分からない
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手押した電柱の支点位置計測

支点位置推定結果

電柱
電柱

カメラの撮影映像から電柱の支点位置を推定可
ひび割れや地盤沈下等で発生する支点位置変化のデータ化



まとめ
インフラ設備保全には客観的な計測データ取得

①状態把握に向け、まず客観的な計測データの取得方法の実
用化に取り組んでいる。

②人手不足を見据え、誰でも計測できることを目指している。
（将来は、地域住民が撮影した映像や、ドライブレコーダ等の

車載カメラで撮影した映像を使い計測可能に。）

電柱以外のインフラ設備でも

客観的な撮影・計測データにより、AIで設備の経年変化を正確
に、数値でとらえることが可能となる。
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